
（報告１） 

 

第２次広島市環境基本計画に掲げる各施策の方針に関する主な指標等に係る達成状況等（平成２９年度）について 

１ 概要 

本市では、平成２８年３月に第２次広島市環境基本計画（以下「計画」という。）を策定し、

「将来にわたって、豊かな水と緑に恵まれ、かつ、快適な都市生活を享受することができるまち」

（環境像）を目指している。 

計画では、この環境像の実現のため、四つの環境区分（自然環境、都市環境、生活環境及び地球

環境）について、基本目標を定めるとともに、基本目標に関連する各施策の方針に関する指標であ

って参考となるもの（以下「指標」という。全５０項目。）を掲げ、目指すべき方向を示している。 

なお、計画の進行管理は、ＰＤＣＡサイクルにより継続的に改善を図ることとしており、平成 

２９年度の計画の進捗状況について、環境審議会に報告するものである。 

 

２ 指標の達成状況（右表参照） 

指標については、目指すべき方向が達成できたもの（達成）、達成できなかったもの（未達成）、

平成２９年度に調査を行っていない等の理由により、評価しないもの（評価なし）の三つに分けて

整理した。 

その結果、５０項目の指標等のうち、達成したものは２９項目（５８％）、達成しなかったものは

７項目（１４％）で、他の１４項目（２８％）は評価なしであった。 

 

３ まとめ 

⑴ 「豊かな自然環境の保全」に関しては、上下水道の計画的な整備・更新により、健全な水環境

の確保の取組が進んでいる。また、緑の保全や生物多様性の確保につながる農林水産業の振興に

ついて、新規就農者の育成、人工林の間伐などでは成果を上げているものの、農林業の従事者数

や経営耕地面積等は長期的な減少傾向にあり歯止めがかかったかどうかは、５年に１回の調査結

果を待つ必要がある。一方、自然との触れ合いについては、天候不良の影響などにより、参加者

等の数が伸び悩んだ。 

⑵ 「自然と調和した快適な都市環境の創造」に関しては、公園緑地の整備や水辺の活用が進み、

水と緑を生かした潤いのあるまちづくりが進展している。また、建築物の景観誘導や不法投棄の

防止等により、自然と調和した美しく品格のある都市景観の創出が進んでいる。 

⑶ 「健全で快適な生活環境の保全」に関しては、大気汚染、水質汚濁、有害化学物質等の環境基

準の多くが達成されているものの、一部の項目（光化学オキシダント、海域のＣＯＤ、鉄道騒音）

については、達成できなかった。 

⑷ 「地球環境の保全への貢献」に関しては、大気中のフロン濃度や雨水の酸性度は近年横ばい傾

向であるが、平成２９年度は一部を除いて低下しており、おおむね達成された。また、温室効果

ガス排出量やエネルギー使用量などは、直近の実績値である平成２８年度は減少した。 

 

 

指標の達成状況等一覧            （単位：項目） 

区分 指標の数 
達成状況〔 〕は前年度  

達成 未達成 評価なし 

全体（割合） 
50 

(100%) 

29〔30〕 

(58%)〔60%〕 

7〔11〕 

(14%)〔22%〕 

14〔9〕 

(28%)〔18%〕 

施
策
の
方
針
ご
と
の
内
訳 

「第１節 豊かな自然環境の保全」に関して参考

となる主な指標等 
16 6 〔5〕 2 〔4〕 8 〔7〕 

１ 健全な水循環の確保 2 2 〔2〕 0 〔0〕 0 〔0〕 

２ 緑の保全 8 3 〔2〕 0 〔1〕 5 〔5〕 

３ 生物の多様性の確保 4 1 〔1〕 0 〔1〕 3 〔2〕 

４ 自然との触れ合いの推進 2 0 〔0〕 2 〔2〕 0 〔0〕 

「第２節 自然と調和した快適な都市環境の創

造」に関して参考となる主な指標等 
10 7 〔8〕 1 〔1〕 2 〔1〕 

１ 水と緑を生かした潤いのあるまちづくりの推進 4 3 〔3〕 0 〔0〕 1 〔1〕 

２ 自然と調和した美しく品のある都市景観の創出  3 2 〔2〕 1 〔1〕 0 〔0〕 

３ 環境への負荷の少ない交通体系等の整備 2 1 〔2〕 0 〔0〕 1 〔0〕 

４ まちづくりにおける環境の保全等についての配慮 1 1 〔1〕 0 〔0〕 0 〔0〕 

「第３節 健全で快適な生活環境の保全」に関し

て参考となる主な指標等 
17 13〔13〕 3 〔3〕 1 〔1〕 

１ 大気環境の保全 6 5 〔5〕 1 〔1〕 0 〔0〕 

２ 水環境・土壌環境の保全 5 4 〔4〕 1 〔1〕 0 〔0〕 

３ 有害化学物質対策の推進 2 2 〔2〕 0 〔0〕 0 〔0〕 

４ 騒音・振動の防止 2 1 〔1〕 1 〔1〕 0 〔0〕 

５ ゼロエミッションシティ広島の推進 2 1 〔1〕 0 〔0〕 1 〔1〕 

「第４節 地球環境の保全への貢献」に関して参

考となる主な指標等 
7 3 〔4〕 1 〔3〕 3 〔0〕 

１ 地球温暖化対策の推進 3 0 〔3〕 0 〔0〕 3 〔0〕 

２ オゾン層の保護 3 2 〔0〕 1 〔3〕 0 〔0〕 

３ 酸性雨の防止 1 1 〔1〕 0 〔0〕 0 〔0〕 

 ※ 昨年度の報告において平成２８年度の達成状況が【評価なし】の指標について、実績が判明したものについては

達成又は未達成に修正している。 


